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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月29日(2021.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像光学系を通して被写体を撮像する撮像手段を備える撮像装置であって、
　前記撮像光学系の光軸と直交する方向に前記撮像手段を駆動する駆動手段と、
　振れ検出手段による振れ検出信号から前記撮像手段の移動量を算出して前記駆動手段を
制御することで、前記撮像手段により撮像される画像の像振れを補正する補正手段と、
　被写体の観察に使用するファインダの視野枠の開口量を変更する制御を行う制御手段と
、を備え、
　前記制御手段は、像振れ補正を行う場合の前記視野枠を、像振れ補正を行わない場合の
前記視野枠よりも縮小する制御を行う
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像手段を保持する可動部材と、
　前記可動部材を支持する固定部材と、
　前記可動部材を前記撮像光学系の光軸と直交する方向に移動させ、または前記可動部材
を前記撮像光学系の光軸と平行な軸を中心に回転させる駆動部と、
　前記可動部材の位置を検出する位置検出部と、をさらに備え、



(2) JP 2019-132917 A5 2021.3.18

　前記補正手段は、前記振れ検出信号および前記位置検出部による位置検出信号を用いて
前記駆動部を制御し、前記可動部材の移動または回転の制御によって像振れ補正を行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、像振れ補正を行う場合、目標とする前記撮像手段の移動量と、前記位
置検出部による前記撮像手段の検出位置に基づく移動量との差分が閾値以上である場合、
前記視野枠の開口量を縮小する制御を行い、前記差分が閾値未満である場合、前記視野枠
の開口量を縮小する制御を行わない
　ことを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記差分が小さい場合に設定される前記視野枠の開口の縮小量よりも
、前記差分が大きい場合に設定される前記視野枠の開口の縮小量を大きくする
　ことを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、撮像装置の本体部にレンズ装置が装着された場合、前記レンズ装置を
判定して前記視野枠の開口量を変更するか否かを決定する
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　遮光部材である先幕および後幕の走行により前記撮像手段の露光時間を制御するシャッ
タ手段を備え、
　前記制御手段は、前記先幕および後幕の走行によって前記撮像手段の露光動作が行われ
る場合、前記視野枠の開口量を縮小する制御を行う
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記振れ検出信号が閾値以上である場合、前記視野枠の開口量を縮小
する制御を行い、前記振れ検出信号が閾値未満である場合、前記視野枠の開口量を縮小す
る制御を行わない
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記振れ検出信号が小さい場合に設定される前記視野枠の開口の縮小
量よりも、前記振れ検出信号が大きい場合に設定される前記視野枠の開口の縮小量を大き
くする
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　段階的に操作される第１および第２のスイッチを有し、撮像装置に撮影開始を指示する
操作手段を備え、
　前記制御手段は、前記第１のスイッチの操作が検出された後に、前記視野枠の開口量を
設定する制御を行う
　ことを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、像振れ補正を行う場合、前記視野枠の開口量を設定する制御を行って
前記像振れ補正動作を開始させる
　ことを特徴とする請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、像振れ補正を行う場合、像振れ補正の性能を優先する第１のモードと
、前記ファインダに係る視野率を優先する第２のモードとを有し、前記第１のモードにて
前記視野枠の開口量を縮小する制御を行い、前記第２のモードにて前記視野枠の開口量を
縮小する制御を行わない
　ことを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１２】



(3) JP 2019-132917 A5 2021.3.18

　前記制御手段は、前記第２のモードにて前記撮像手段の移動量を制限する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　撮像装置の撮影モードを設定する設定手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記設定手段により設定された撮影モードにより前記第１または第２
のモードを選択する
　ことを特徴とする請求項１１または１２に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、前記設定手段により自動設定の撮影モードが設定された場合、前記第
１のモードを選択し、前記設定手段によりマニュアル露出の撮影モードが設定された場合
、前記第２のモードを選択する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、撮像装置の本体部に装着されたレンズ装置を判定して前記第１または
第２のモードを選択する
　ことを特徴とする請求項１１または１２に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記制御手段は、前記レンズ装置の焦点距離が閾値未満である場合に前記第１のモード
を選択し、前記レンズ装置の焦点距離が閾値以上である場合に前記第２のモードを選択す
る
　ことを特徴とする請求項１５に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　撮像光学系を通して被写体を撮像する撮像手段と、前記撮像光学系の光軸と直交する方
向に前記撮像手段を駆動する駆動手段と、を備える撮像装置にて実行される制御方法であ
って、
　振れ検出手段による振れ検出信号から制御手段が前記撮像手段の移動量を算出して前記
駆動手段を制御することで、前記撮像手段により撮像される画像の像振れを補正する制御
を行う工程と、
　被写体の観察に使用するファインダの視野枠の開口量を変更する制御を行う工程と、を
有し、
　前記視野枠の開口量を変更する制御を行う工程では、像振れ補正を行う場合の前記視野
枠を、像振れ補正を行わない場合の前記視野枠よりも縮小する制御が行われる
　ことを特徴とする撮像装置の制御方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の一実施形態の装置は、撮像光学系を通して被写体を撮像する撮像手段を備える
撮像装置であって、前記撮像光学系の光軸と直交する方向に前記撮像手段を駆動する駆動
手段と、振れ検出手段による振れ検出信号から前記撮像手段の移動量を算出して前記駆動
手段を制御することで、前記撮像手段により撮像される画像の像振れを補正する補正手段
と、被写体の観察に使用するファインダの視野枠の開口量を変更する制御を行う制御手段
と、を備え、前記制御手段は、像振れ補正を行う場合の前記視野枠を、像振れ補正を行わ
ない場合の前記視野枠よりも縮小する制御を行う。
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